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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期
連結累計期間

第19期
第３四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 2,534,609 2,491,213 3,405,065

経常利益 （千円） 57,683 9,609 94,925

四半期（当期）純利益 （千円） 48,046 2,854 65,109

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 53,281 8,568 69,184

純資産額 （千円） 550,540 576,407 538,476

総資産額 （千円） 1,183,574 1,321,717 1,229,588

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 5.76 0.34 7.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 5.54 0.33 7.52

自己資本比率 （％） 45.3 43.6 42.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 37,340 82,328 59,857

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 571 △29,784 487

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 43,031 30,254 52,777

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 613,825 728,802 646,003

 

回次
第18期

第３四半期
連結会計期間

第19期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.02 4.99

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１） 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による経済・金融政策等により企業収益や雇用環境

の改善がみられるなど緩やかな回復基調となりました。しかしながら、企業の景況感を示す業況判断指数（ＤＩ）は

大企業製造業でプラスであったものの、昨年９月に比べ小幅ながら悪化しているなど、先行きの不透明感は否めない

状況であります。

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間においては、当社グループの主要取引先である大手製造業が、昨

年からの円安により原材料価格高騰の煽りは受けたものの、輸出による売上高の増加も起因し、自動車・半導体業界

等においては全般的に好業績で推移しております。

当社グループにおいては、前年に実施した契約単価の見直しによる派遣人員及び稼働率の悪化による影響で売上高

及び利益とも前年同期比より下回ったものの、契約単価の大幅アップに加えて10月以降の高稼働率の結果、当第３四

半期において黒字に転換いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,491百万円（前年同期比1.7％減）、営業利益10百万円

（前年同期比81.6％減）、経常利益９百万円（前年同期比83.3％減）、四半期純利益２百万円（前年同期比94.1％

減）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①技術職知財リース事業

自動車関連及び産業機器関連等の顧客企業からの取引が前年同期より増加したものの、技術職知財リース事業の売

上高は2,408百万円（前年同期比1.9％減）となり、セグメント利益は233百万円（前年同期比14.6％減）となりまし

た。

②一般派遣及びエンジニア派遣事業

産業機器関連及び精密機器関連等の顧客企業からの取引が前年同期より増加した結果、売上高は82百万円（前年同

期比3.6％増）となり、セグメント利益は11百万円（前年同期比17.4％減）となりました。

（２） キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ82百万円増加（前年同期は80百万円の増加）し、728百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は82百万円（前年同期は37百万円の収入）となりました。これは主に賞与引当金

の減少額55百万円、法人税等の支払額19百万円、預り金の減少額７百万円等による資金の減少があったものの、未

払費用の増加額85百万円、未払消費税等の増加額49百万円、売上債権の減少額18百万円、税金等調整前四半期純利

益９百万円等により資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は29百万円（前年同期は０百万円の収入）となりました。これは主に敷金及び保

証金の差入による支出14百万円、子会社株式の取得による支出12百万円等により資金が減少したことによるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、得られた資金は30百万円（前年同期は43百万円の収入）となりました。これは主に配当金の支

払額８百万円等により資金の減少があったものの、短期借入金の増加額28百万円、株式の発行による収入10百万円

等により資金が増加したことによるものであります。

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４） 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,800,000

計 28,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 8,531,800 8,531,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

100株

計 8,531,800 8,531,800 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日

（注）

4,000 8,531,800 116 260,654 116 80,051

（注）新株予約権の行使による増加であります。

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     2,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,524,500 85,245 －

単元未満株式 普通株式       500 － －

発行済株式総数 8,527,800 － －

総株主の議決権 － 85,245 －

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ジェイテック

東京都中央区京橋

一丁目10番７号

KPP八重洲ビル

2,800 － 2,800 0.03

計 － 2,800 － 2,800 0.03

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 646,003 728,802

売掛金 403,317 384,715

繰延税金資産 36,581 36,581

その他 35,674 44,219

貸倒引当金 △786 △734

流動資産合計 1,120,790 1,193,584

固定資産   

有形固定資産 17,945 22,619

無形固定資産 4,030 4,758

投資その他の資産   

敷金及び保証金 66,654 77,748

その他 20,168 23,006

投資その他の資産合計 86,822 100,754

固定資産合計 108,798 128,132

資産合計 1,229,588 1,321,717

負債の部   

流動負債   

短期借入金 140,000 168,800

未払費用 55,967 141,066

未払法人税等 12,854 1,851

賞与引当金 134,741 78,839

その他 178,193 217,620

流動負債合計 521,756 608,178

固定負債   

退職給付に係る負債 165,292 130,066

その他 4,062 7,064

固定負債合計 169,355 137,130

負債合計 691,112 745,309

純資産の部   

株主資本   

資本金 255,357 260,654

資本剰余金 240,148 245,444

利益剰余金 53,308 87,633

自己株式 △659 △659

株主資本合計 548,154 593,073

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,037 6,858

退職給付に係る調整累計額 △27,966 △23,777

その他の包括利益累計額合計 △22,929 △16,918

新株予約権 460 252

少数株主持分 12,790 －

純資産合計 538,476 576,407

負債純資産合計 1,229,588 1,321,717
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 2,534,609 2,491,213

売上原価 1,956,810 1,966,026

売上総利益 577,799 525,187

販売費及び一般管理費 ※ 519,915 ※ 514,511

営業利益 57,883 10,675

営業外収益   

受取利息 5 5

受取配当金 219 211

助成金収入 500 －

その他 15 81

営業外収益合計 740 298

営業外費用   

支払利息 940 1,364

営業外費用合計 940 1,364

経常利益 57,683 9,609

特別損失   

特別退職金 3,747 －

その他 181 －

特別損失合計 3,928 －

税金等調整前四半期純利益 53,755 9,609

法人税、住民税及び事業税 5,318 7,051

法人税等調整額 △3,035 －

法人税等合計 2,282 7,051

少数株主損益調整前四半期純利益 51,472 2,558

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,425 △296

四半期純利益 48,046 2,854

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

 9/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 51,472 2,558

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,809 1,821

退職給付に係る調整額 － 4,188

その他の包括利益合計 1,809 6,010

四半期包括利益 53,281 8,568

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 49,856 8,865

少数株主に係る四半期包括利益 3,425 △296
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 53,755 9,609

減価償却費 6,133 4,797

のれん償却額 837 1,133

受取利息及び受取配当金 △224 △216

支払利息 940 1,364

賞与引当金の増減額（△は減少） △44,765 △55,901

売上債権の増減額（△は増加） △7,845 18,601

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,838 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 8,780

未払金の増減額（△は減少） 8,667 △6,568

未払費用の増減額（△は減少） 43,180 85,099

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,558 49,509

預り金の増減額（△は減少） △5,744 △7,661

その他 △4,551 △5,112

小計 69,779 103,435

利息及び配当金の受取額 224 216

利息の支払額 △1,007 △1,357

法人税等の支払額 △31,656 △19,966

営業活動によるキャッシュ・フロー 37,340 82,328

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,841 △2,021

無形固定資産の取得による支出 △2,098 △2,220

子会社株式の取得による支出 － △12,790

敷金及び保証金の差入による支出 △488 △14,892

敷金及び保証金の回収による収入 6,000 2,136

その他 － 3

投資活動によるキャッシュ・フロー 571 △29,784

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 52,000 28,800

配当金の支払額 △8,245 △8,262

株式の発行による収入 － 10,385

リース債務の返済による支出 △723 △668

財務活動によるキャッシュ・フロー 43,031 30,254

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 80,943 82,798

現金及び現金同等物の期首残高 532,881 646,003

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 613,825 ※ 728,802
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が39,817千円減少し、利益剰余金が39,817

千円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ3,961千円減少しております。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年12月31日）

役員報酬 56,325千円 58,425千円

給与手当 178,493 174,112

賞与引当金繰入額 8,252 8,787

退職給付費用 2,508 2,480

地代家賃 84,044 78,980

減価償却費 6,002 4,127

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

現金及び預金 613,825千円 728,802千円

現金及び現金同等物 613,825 728,802
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 8,346 200 平成25年３月31日 平成25年６月28日 資本剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 8,346 1 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）１
 

技術職知財

リース事業

一般派遣及び

エンジニア

派遣事業

計

売上高      

（１）外部顧客への売上高 2,454,503 80,105 2,534,609 － 2,534,609

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 2,454,503 80,105 2,534,609 － 2,534,609

セグメント利益 272,943 13,670 286,614 △228,730 57,883

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益の調整額（△228,730千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）１
 

技術職知財

リース事業

一般派遣及び

エンジニア

派遣事業

計

売上高      

（１）外部顧客への売上高 2,408,221 82,992 2,491,213 － 2,491,213

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 2,408,221 82,992 2,491,213 － 2,491,213

セグメント利益 233,069 11,298 244,367 △233,691 10,675

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益の調整額（△233,691千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用であります。

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

13/17



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 5円76銭 0円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額                 （千円） 48,046 2,854

普通株主に帰属しない金額         （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額   （千円） 48,046 2,854

普通株式の期中平均株式数           （株） 8,346,800 8,453,695

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 5円54銭 0円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額               （千円） － －

普通株式増加数                     （株） 319,026 214,673

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書  

 

平成27年２月13日

株 式 会 社 ジ ェ イ テ ッ ク

取 締 役 会 御 中

 

京 都 監 査 法 人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 若  山  聡  満   印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 齋  藤  勝  彦   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェイ

テックの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日か

ら平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイテック及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

